
　

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は

過
去
多
く
の
イ

ン
パ
ク
ト
を
社

会
に
与
え
て
き

た
。
そ
こ
に
は

常
に
〝
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
〟

が
あ
っ
た
。
青

少
年
教
育
の
分

野
で
言
え
ば
、
先
日
天
に
召

さ
れ
た
坂
口
順
治
さ
ん
と
の

そ
れ
も
一
つ
で
あ
っ
た
。
感

謝
し
て
も
し
き
れ
な
い
ほ

ど
。
現
在
の
私
た
ち
の
活
力

と
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
キ

ャ
ン
プ
場
の
取
得
も
、
専
門

学
校
の
開
設
も
、
新
し
い
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
も
、
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
賜
物
。
結

果
と
し
て
人
び
と
の
心
や
社

会
に
変
容
を
も
た
ら
し
て
き

た
▼
先
日
の
世
界
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

大
会
で
「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３

０
」
が
採
択
さ
れ
た
。
今
、

世
界
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
同
じ
ビ

ジ
ョ
ン
の
下
、
同
じ
方
向
を

向
い
て
、
社
会
に
イ
ン
パ
ク

ト
を
産
み
出
そ
う
と
し
て
い

る
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
新
た
な
価

値
を
見
出
そ
う
と
し
て
い

る
。正
直
、言
葉
は
難
し
く
、

漠
然
と
し
た
部
分
も
あ
る
。

そ
れ
で
も
思
い
を
一
つ
に
し

て
具
体
的
ア
ク
シ
ョ
ン
を
展

開
し
よ
う
と
し
て
い
る
▼
成

果
を
上
げ
る
た
め
に
は
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
。

ま
ず
は
〝
自
分
発
〟
で
良
く

考
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
伝

え
、
点
が
線
と
な
り
面
と
な

っ
て
い
く
。
こ
の
様
に
創
ら

れ
た
流
れ
は
、
い
ず
れ
大
き

な
渦
と
な
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
が

少
し
ず
つ
形
と
な
り
…
そ
の

先
に
は
き
っ
と
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

の
新
た
な
可
能
性
と
未
来
が

広
が
っ
て
い
る
は
ず
だ
。（
地

域
福
祉
、
教
育
・
保
育
事
業

部　

統
括　

秋
田
正
人
）

地球市民としての誓い 世界YMCA大会開かれる
−過去最多2400人が参加

　

総
主
事
カ
フ
ェ
に
よ
う
こ
そ
。

　

先
日
、
デ
パ
ー
ト
の
広
場
に
あ
る

３
人
掛
け
の
ベ
ン
チ
の
真
ん
中
に
、

「
×
」
印
が
貼
っ
て
あ
る
の
を
見
か

け
ま
し
た
。
近
頃
街
中
で
よ
く
目
に

す
る
こ
の
印
、
ご
存
知
の
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
隣
の
人
と
の
距
離

を
保
つ
た
め
「
こ
こ
に
は
座
れ
ま
せ

ん
」
と
い
う
印
で
す
。

　

こ
れ
を
見
て
、
ふ
と
５
年
前
の
総

主
事
就
任
式
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

上
林
順
一
郎
牧
師
か
ら
の
祝
辞
の
中

で
、「
○
と
△
と
×
。
さ
て
、
総
主

事
の
あ
な
た
な
ら
、
ど
れ
を
選
び
ま

す
か
」
と
問
わ
れ
た
の
で
す
。

　

面
食
ら
い
ま
し
た
が
、
と
に
か
く

答
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
先
ず
、
○

に
は
、「
円
満
」「
正
解
」
な
ど
、
明

る
く
好
意
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
。
△
は
、「
角
が
あ
っ
て
痛
そ
う
」

だ
け
れ
ど
「
安
定
」
の
イ
メ
ー
ジ
、

そ
し
て
×
か
ら
は
、「
禁
止
」「
不
正

解
」、
音
か
ら
「
罰
」
を
連
想
さ
せ

る
な
ど
、
否
定
的
で
暗
い
印
象
を
受

け
ま
す
。
当
然
私
は
、
○
を
選
び
ま

す
。
す
る
と
、「
×
は
、
ギ
リ
シ
ャ

語
で
『
カ
イ
』
と
読
み
、
キ
リ
ス
ト

を
表
し
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
を

『X'm
as

』
と
書
く
の
は
そ
の
た
め

で
す
」、
と
上
林
牧
師
。「
さ
ら
に
×

は
、
少
し
手
を
添
え
傾
け
る
と
十
字

架
に
な
り
ま
す
」。
な
る
ほ
ど
、
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
総
主
事
と
し
て
選
ぶ
べ
き

は
、
×
で
あ
っ
た
の
か
と
思
い
ま
し

た
。

　

貧
し
い
人
、
個
性
の
強
い
人
、
遅

い
人
、
負
け
た
人
、
弱
い
人
、
で
き

な
い
人
な
ど
、
見
渡
せ
ば
「
×
」
の

レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
人
が
世
間
に

は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
し
か
し
イ
エ

ス
は
、
そ
の
よ
う
な
人
に
こ
そ
寄
り

添
っ
て
、
自
ら
の
命
を
も
捧
げ
ま
し

た
。
世
の
中
の
「
×
」
に
手
を
差
し

伸
べ
、
そ
の
先
で
自
ら
十
字
架
に
か

け
ら
れ
て
私
た
ち
の
罪
を
一
手
に
引

き
受
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
愛
に
溢
れ
た
イ
エ
ス
の
生
き
方
に

学
び
、
こ
れ
を
体
現
す
る
た
め
に
創

ら
れ
た
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
仕
え
る
総
主
事

に
も
、「
×
」
を
大
切
に
し
て
も
ら

い
た
い
。
そ
れ
が
上
林
牧
師
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
あ
っ
た
の
だ
と
受
け
止
め

て
い
ま
す
。

　

ベ
ン
チ
の
真
ん
中
に
あ
る
「
×
」

印
も
、
コ
ロ
ナ
で
引
き
離
さ
れ
た
２

人
に
寄
り
添
い
、
間
を
取
り
持
つ
イ

エ
ス
の
姿
そ
の
も
の
な
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
小
学
生
の
頃
の

私
の
答
案
用
紙
に
あ
っ
た
た
く
さ
ん

の
「
×
」
も
、
イ
エ
ス
か
ら
繰
り
返

し
発
せ
ら
れ
た
「
頑
張
れ
！
」
と
い

う
エ
ー
ル
の
形
跡
で
あ
っ
た
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
と
、
こ
れ
は
都
合
の

良
い
解
釈
で
し
た
。

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
総
主
事

	

菅
谷　

淳

　

７
月
３
日
～
９
日
、「
第

２０
回
世
界
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
大
会
」

が
デ
ン
マ
ー
ク
の
オ
ー
フ
ス

で
開
催
さ
れ
、
日
本
か
ら
も

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
職
員
４
人

を
含
む
４４
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
世
界
１
２
０
の
国
と
地

域
で
活
動
す
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か

ら
関
係
者
が
一
堂
に
会
す
る

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
４
年

に
一
度
開
催
さ
れ
る
世
界
大

会
。
今
回
は
史
上
初
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ト
開
催
と
な
り
、
現

地
に
１
２
０
０
人
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
１
２
０
０
人
が
集

う
、
過
去
最
大
規
模
の
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

新
指
標
を
採
択

　

感
染
症
拡
大
、
武
力
紛

争
、
難
民
・
避
難
民
、
飢
餓

や
貧
困
、
人
権
侵
害
、
そ
し

て
、
地
球
の
持
続
可
能
性
の

危
機
。
待
っ
た
な
し
の
課
題

が
山
積
し
暗
雲
が
垂
れ
込
め

る
中
、
世
界
中
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

と
、
そ
こ
に
連
な
る
６
５
０

０
万
人
の
心
に
今
、
灯
を
と

も
そ
う
。
今
大
会
の
テ
ー
マ

「
Ｉ
Ｇ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
（
点
火
、

発
火
の
意
）」に
は
、
そ
の
よ

う
な
意
味
が
込
め
ら
れ
、
地

球
的
課
題
解
決
に
向
け
た
２

０
３
０
年
ま
で
の
全
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
共
通
の
行
動
指
針
と
な
る

「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」（
下

記
）
が
分
か
ち
合
わ
れ
ま
し

た
。多

様
と
包
摂
と

　

一
週
間
に
及
ぶ
大
会
の
内

容
は
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
礼

拝
、
各
地
の
文
化
や
取
り
組

み
の
紹
介
、
次
期
世
界
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
同
盟
を
担
う
役
員
選

挙
、
著
名
人
に
よ
る
基
調
講

演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
な
ど
。
数
々
の
セ
ッ
シ

ョ
ン
が
持
た
れ
ま
し
た
が
、

す
べ
て
に
共
通
し
て
い
た
の

は
「
包
摂
性
」、
す
な
わ
ち
、

多
様
な
背
景
を
持
つ
参
加
者

一
人
ひ
と
り
の
個
性
と
参
画

へ
の
配
慮
で
す
。
メ
イ
ン
セ

ッ
シ
ョ
ン
は
５
カ
国
語
に
同

時
通
訳
さ
れ
、
礼
拝
で
は
民

族
楽
器
が
奏
で
ら
れ
、
テ
ー

マ
講
演
に
は
世
界
中
か
ら
講

師
が
招
か
れ
ま
し
た
。

　

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
」。
こ
れ
は
、
２
０
１
５

年
９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で

採
択
さ
れ
た
地
球
社
会
共
通

の
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
の
基
本
精

神
で
す
。
今
大
会
で
採
択
さ

れ
た「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」

も
こ
の
精
神
を
踏
襲
す
る
も

の
で
、
達
成
目
標
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
と
同
じ
２
０
３
０
年
に
設

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
表

れ
て
い
ま
す
。

タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
は

　

「
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」

を
確
実
に
遂
行
し
、
地
球
規

模
の
課
題
解
決
を
効
果
的
に

進
め
て
い
く
た
め
に
は
、「
一

致
と
団
結
」
が
鍵
と
な
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
大
会

で
も
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な

環
境
を
意
識
し
て
創
り
出

し
、
一
人
ひ
と
り
の
「
協
働

し
よ
う
」「
責
任
の
一
端
を

担
お
う
」
と
い
う
士
気
の
鼓

舞
が
目
指
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
３
０
年
は
、
特
に
気

候
変
動
の
壊
滅
的
な
影
響
が

回
避
で
き
る
か
否
か
の
デ
ッ

ド
ラ
イ
ン
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
へ
の
注
意
が

喚
起
さ
れ
、
個
々
人
の
主
体

的
な
参
画
が
強
調
さ
れ
た
第

２０
回
大
会
は
、
違
い
を
越
え

て
連
帯
し
、
持
続
可
能
な
地

球
社
会
の
創
り
手
と
し
て
歩

み
を
共
に
す
る
決
意
が
、
ま

さ
に
「
Ｉ
Ｇ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
」
さ

れ
る
場
と
な
り
ま
し
た
。�

（
広
報
室
）

ビジョン2030
2030年に向けて世界のＹＭＣＡが一致団結するための指標。
２年間の協議を経て導き出された４つの柱（重点項目）から成
り、すべてのＹＭＣＡがこれらに力を結集させることで、課題解
決に向けた働きと社会へ与えるインパクトの最大化を目指す。

1. Community Wellbeing

｜心と身体の健康のために
2. Meaningful Work

｜やりがいのある仕事と環境の創造
3. Sustainable Planet

� ｜持続可能な地球のために
4. Just World

｜公正な世界の実現のために
（2022年７月第20回世界YMCA大会採択）

世界同盟の会長には、レバノンＹＭ
ＣＡのソヘイラ・ヘイク氏（写真左）
が選出され、女性会長が２代続くこ
とに。新役員11人もユース世代と
女性が半数を超える構成となった

前国連事務総長・潘基文氏が基調講
演。「ビジョン2030」への賛同と激
励が贈られた（中面に記事有）

毎月10日発行　第794号（通巻1298号）

2022
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〒169−0051
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URL	 http://tokyo.ymca.or.jp
発行所　公益財団法人
　　　　東京YMCA
発行人　菅谷	 淳

みつかる。つながる。よくなっていく。

東京YMCA
東京YMCAは、イエス・キリストによって示された愛と奉仕の精神にもとづいて、青少年の精神、知性、身体の全人的成長を
願い、地域社会に奉仕し、公正で平和な世界をつくるための運動を展開する。東京YMCAの使命
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　2022年７月３日～９日、デンマークの
オーフスに70カ国から2,400人が集い（現
地1,200人、オンライン1,200人）、「IGNITE
（発火、喚起の意）」をテーマに第20回世界
YMCA大会が開催されました。大会のハイ
ライトを参加者の声と共にご紹介します。

　６月24日、避難生活を
送るウクライナの人びと
や、日本国内に避難を希
望する人びとを支援する
ためのチャリティーコン
サートが開催されまし
た。会場の日本キリスト

教団霊南坂教会には、約120人が来場。飯靖子さん（オル
ガン）、方波見愛さん（ピアノ）、飯顕さん（ヴィオラ）、
西山利佳さん（朗読）による、音楽と言葉の協演を楽しみ
ました。
　コンサートでは、「平和の祈り」「くるみ割り人形」など
が演奏され、さらに、オルガン、ヴィオラの演奏と共にウ
クライナ民話絵本『てぶくろ』が朗読されました。演奏の
合間には、YMCAが行うウクライナ支援活動について、現
地から届いた映像を交えた報告もなされました。終演後に
寄せられた募金の総額は、217,325円。現在も大きな不安
と苦しみの中にあるウクライナの人びとを少しでも勇気付
けることができるように、支援活動に大切に用いてまいり
ます。� （総務部　松岡　秀実）

■ウクライナ緊急支援
� チャリティーコンサートを開催

　７月３日～８日、世界
YMCA大会に合わせて
「YMCA世界大都市会
議」が同じオーフス、デ
ンマークで開催されまし
た。世界大都市会議は、
世界の主要都市にある

YMCAが固有の課題を共有し、スタッフ間で交流やスキル
アップを図ることを目的とする国際会議です。現在日本か
らは、東京と大阪YMCAが登録し、参加しています。
　今回は、世界各地の管理職スタッフ約30人が参加。コ
ロナ危機への対応が中心的な議題となり、不安障害やうつ
病に苦しむ人の数が約３倍増したアメリカの事例等が紹介
され、課題図書『夜と霧』（ヴィクトール・フランクル著）
からヒントを得て話し合いました。また、財政的に困難な
状況に陥ったYMCA間で吸収や合併の動きが加速する一
方、協力関係が強化されていることや、スタッフの配置換
え、ユース世代への権限委譲など、各地の取り組みや運営
上の工夫が共有されました。
　ウクライナYMCAからヴィクター・セルブロフ総主事も
参加。人道支援活動の更なる協力が呼び掛けられました。
避難民問題がヨーロッパを中心に大きな影響を及ぼす中
で、YMCAは「サポート・ウクライナ」と「プロテクト・
ロシア＆ベラルーシ」をその方針とすることを確認しまし
た。３年ぶりの開催となった本会議も有益な時間となりま
した。� （国際・総合教育事業部　松本　数実）

■主要都市のYMCAで課題を共有
―YMCA世界大都市会議

　ウエルネス東陽町で
は、６月19日、幼児・小
学生の親子を対象に着衣
泳体験会を実施。34人
の親子の参加がありまし
た。この体験会は、全国
YMCAの「ウォーターセ

ーフティーキャンペーン」の一環で毎夏開催しているもの
で、山手センターでも同様に体験会が行われました。
　当日は、服を着たまま上向きで、さらに、ペットボトル
を持って浮く方法やコツなどを実技を通して学びました。
また、おもちゃが散乱する場所を歩いたり、スタッフが起
こす波の中を移動したりするなど、障害物の多い川や海で
体を動かす不自由さも体験しました。
　YMCAは、1981年から40年以上に渡って水上安全教育
に取り組んでいます。水の事故ゼロを目指して、必要な知
識と身を守る術を広める活動をこれからも続けていきま
す。� （広報室）

■親子で着衣泳を体験
―ウォーターセーフティーキャンペーン

歴 史

はじまりはパリ、1855年
　世界YMCA大会は、世界中からYMCA
の職員、会員、ボランティアなどの関係者
が集い共通の理念目的や課題、運営組織な
どを決める国際会議です。その第１回は、
1855年にパリで開催され、９カ国から99
人の若者が参加しました。世界大会の開催
を最初に提案した人物は、後に国際赤十字
を創設し、初のノーベル平和賞を受賞した
アンリ・デュナン、当時若干24歳です。
故郷ジュネーブにおけるYMCA設立にも
携わったデュナンは、世界に拡がりつつあ
ったYMCAの働きが限定的かつ一過性の
ものとならないよう早くから国際的な協働
の必要性を訴えていました。デュナンに賛
同し、共に大会開催に向けて奔走したのも
20～30歳の若き活動家たち。彼らの行動
力によって実現した第１回大会で「世界
YMCA同盟」が結成され、これに加わるた
めの基準を文章化した「パリ基準」（右記）

が制定されました。
　以後、この「パリ基準」は、国や文化の
違いによって多様な活動方式や特徴を持つ
世界のYMCAが連帯して進むべき方向を
見出すための道標の役割を担ってきまし
た。一方で、変化する社会状況や時代の要
請に応じて「パリ基準」は、「カンパラ原則」
（1973年）、「チャレンジ21」（1998年）へ
と発展、拡充され、2022年７月には「ビ
ジョン2030」（下記）へと引き継がれ、新
たな方向性を示しています。

パリ基準
　われら世界のYMCAは、イエス・キリスト
を聖書に従ってわが神わが救い主と仰ぎ、信
仰とその生活において彼の弟子でありたいと
願う青年たちを一つとし、イエス・キリスト
の精神が広く青年の間に生かされるよう、そ
の努力を結集する。

ビジョン2030
（４つの重点項目）

1. Community Wellbeing
−心と身体の健康のために

2. Meaningful Work
−やりがいのある仕事と環境の創造

3. Sustainable Planet
−持続可能な地球のために

4. Just World
−公正な世界の実現のために

第20回世界大会では、「コソボYMCA」が新たに加盟

※３　�〔カーボンニュートラル〕温室効果ガスの排出量から吸収量と除去量を差し引いた合計をゼロにすること。日本は2050年までにカーボンニュートラルを目指すと宣言している
※４　�〔カーボンフットプリント〕直訳すると「炭素の足跡」。商品やサービスの原材料調達から廃棄に至るまでのライフサイクル全体を通して排出される温室効果ガスの排出量をCO2に換算したもの。イギリス

のWWF（世界自然保護基金）のウェッブサイトでは、いくつかの質問に答えて自分のカーボンフットプリントの量を計測することができる（https://footprint.wwf.org.uk/#/）
※５　�〔Climate�Justice（気候正義）〕経済先進国の人びとの持続可能でない行為が多大な環境負荷をかけている一方で、そのしわ寄せが貧困層や経済的弱者に及んでいる不公正を是正しようという考え方

参加報告

オンラインで分団討議。メンバーは、香港、シン
ガポール、モンゴル、コロンビア、ノルウェー、
マレーシア、日本からの７人だった

職員 日野 枝里子（広報室）

「抗
あらが

い、分かち合いたい」

変化の灯、ともされる
−第20回世界YMCA大会

※１　�〔包摂的〕誰も排除されない、取り残されないこと。社会的包摂（ソーシャル・インクルージョン）は、誰もが社会に参画す
る機会を持つこと

※２　�〔パリ協定〕温暖化対策として1992年に国連で採択された「気候変動枠組条約」に参加する国々の2020年以降の新しい国際的
な枠組み。目標は今世紀末までに世界的な気温上昇を産業革命前に比べて1.5℃に抑えること。達成のために年限付きで温室
効果ガスの排出量を実質ゼロにすること（カーボンニュートラル）等が取り決められている

「包摂的で集合的なアクションを」
前国連事務総長

潘
パン
 基

キ
文
ムン
氏

　私には、忘れられない出会いがあります。米
国に短期留学中にホワイトハウスを礼訪したと
きのこと、時のジョン・F・ケネディ大統領と
話す機会に恵まれ、「Good�works�have�no�
borders�or�nationalities（よい行いとは、あ
らゆる障壁を越えていくものだ）」と教えられ
ました。地球市民として長年働いてきた私の原
点にある言葉です。
　今、地球の未来のために求められるのは、包
摂的※１で集合的なアクションです。その意味
で、「ビジョン2030」（１面）がこの大会で採
択されたことを心から歓迎します。これは、
2015年に国連で採択された「持続可能な開発
目標（SDGs）」とも深く共鳴する指標であり、
世界中のYMCAで活動する人びとの結束をさ
らに強める要となるでしょう。
　ところで、包摂的な社会の実現には、すべて
の人に自分の考えを表現し、意思決定のプロセ
スに参画する機会が保障されていることが必要
となります。この機会が不当に奪われている人
が世界にいかに多いことか。例えば、教育の欠
如も、人から機会を奪うものです。
　そして今、私の最大の懸念は、地球温暖化に
よる気候変動対策が間に合うかどうかというこ
とです。SDGsの17の目標は、どれも同じくら
い重要で相関性のあるものですが、ここで敢え
て一つ最優先を選ぶとしたら、それは目標13
「気候変動に具体的な対策を」になるでしょう。
　気候変動は間違いなく喫緊の課題です。先ず

は、パリ協定※２で定められたことが確実に達
成される必要があります。さもなければ、他の
あらゆる課題解決に向けた尊い努力も水の泡と
なるでしょう。信じがたいことですが、世界の
終わりは刻一刻と迫っているのです。
　私は常々、幼少期からエコロジーについて学
び、考える機会の必要性を感じてきました。地
球という星の特異性を知ることは、「生かされ
ていること」への深い理解を促し、地球市民と
しての自覚と責任を持って他者と協働する支え
にもなるでしょう。あって当たり前のものなど
何もないのです。
　YMCAの若きリーダーの皆さん。あなたがた
は、世界120の国と地域に広がる、歴史ある青
少年団体の一員です。ここで得られる機会とネ
ットワークを最大限活かし、己の力を信じて、
この地球に変革をもたらしてください。
� （抜粋翻訳：文責広報室）

基調講演

　今大会の大きな目的の一つは、世界中のYMCA
が一致団結して今日の地球的課題に取り組むため
の「ビジョン2030」を共有し、この具現化に向
けて準備を行うことでした。このため、参加者全
員が４つの重点項目の中から一つを選び、集中し
て意見を出し合う分団討議に大きな比重が置かれ

ました。潘基文氏の基調講演に突き動かされ、今
の自分にできることを掘り下げるために、私は
「Sustainable�Planet（持続可能な地球のために）」
の分団討議に３日間連続で参加しました。
　討議が始まるや否や、驚かされたことは、グル
ープメンバーの積極性と意識の高さです。「私の
YMCAにはこんな事例がある」「カーボンニュー
トラル※３のために今後こんな工夫ができる」な
ど、積極的に発言するメンバーの勢いにのまれ、
初日は殆ど発言できずに終わりました。また、「カ
ーボンフットプリント※４」「Climate�Justice（気
候正義）※５」など、地球の持続可能性を考える
上でのキーワードを使いこなすメンバーの姿を前
に自分の不勉強を反省しました。それでも何か分
かち合いたいという思いに駆られ、日本では自然
に親しみ、あらゆる命を尊重する心を育むキャン
プなどの野外教育に力に入れていることを伝えま
した。それは地球の持続可能性を阻む行為を慎
み、これに抗っていく原動力になる、と他のメン
バーも賛同してくれました。

　約一週間の世界大会に、私は時差のある日本か
らオンラインでの参加となりましたが、メインセ
ッションのオンデマンド配信を活用し、また、オ
ーフスの人や街並み、食事などを紹介する数々の
動画から現地の空気を感じていました。分団討議
は都合の良い時間枠を選べるようになっていたた
め、オンタイムで参加者とつながることもできま
した。多様な地域から、異なる事情を抱えて参加
する一人ひとりへの配慮が徹底されており、ここ
にも「ビジョン2030」を足元から形にしようと
いうYMCAの意志を感じました。
　世界中の人びとが集う会合に参加して改めて気
づかされたこと。それは、人と出会い、言葉を交
わし合い、一緒に楽しいものや美しいものに触
れ、調和に向かって歩み寄ることこそが、最上の
喜びであるということです。そうした喜びを誰も
が享受できる世界を築きたいという気持ちが刺激
された大会でした。

毎日の礼拝では、仏教やヒンドゥー教、イス
ラム教徒のメンバーのメッセージも分かち合
われた。「イスラム教から慈悲と思いやりの
心を学んだ。どのような信仰もコアにあるも
のは同じ」、とShenazさん
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